様式第１８（第１４条関係）

特定物質等製造等実績報告書

年　月　日 　	Comment by Windows ユーザー: ・毎規制年度経過後三月以内（3月末まで）に提出すること。

　経済産業大臣　　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　
氏名又は名称及び法人にあつては、その代表者の氏名　　　　　　　　　　
住所
法人番号

　特定物質等の製造量、輸出量、国内出荷量及び国内出荷単価の実績を次のとおり報告します。
１　製造量の実績	Comment by Windows ユーザー: ・特定物質等が複数種類ある場合は、行を追加し記載すること。
・HFCとHCFC等は表を分けて記載すること。
・製造量の許可等の区分毎（以下参照）に実績を記載すること。複数ある場合は、「小見出し」及び「表」を追加すること。
（１）：基本的運用
※法第4条第1項に基づく許可製造数量であり、法5条に基づく輸出用製造数量を含む。
（２）：原料用途確認
※法第12条第1項に基づく確認数量を記載すること。
（３）：特定用途確認
※法第13条第1項に基づく確認数量を記載すること。また、試験研究分析用途又は検疫用途のいずれかが分かるように記載すること。
（４）：例外的運用
※法第10条第1項に基づく許可条件（例：半導体製造用途）ごとに記載すること。
（１）基本的運用による製造実績
	　種　　類
	令和6年1月
	　年　　　月
	　年　　　月
	　年　　　月

	HFC-32
	kg
	kg
	kg
	kg

	HFC-41
	kg
	kg
	kg
	kg



	　年　　月
	　年　　月
	　年　　　月
	　年　　　月
	　年　　　月

	kg
	kg
	kg
	kg
	kg

	kg
	kg
	kg
	kg
	kg



	　年　　月
	　年　　月
	　年　　　月
	　合　　　計
	ＯＤＰ又はＧＷＰ換算合計

	kg
	kg
	kg
	kg
	kg

	kg
	kg
	kg
	kg
	kg

	
	
	
	kg	Comment by Windows ユーザー: 特定物質等が複数ある場合は、有姿数量kg及びODP/GWP換算の合計を追記すること。
	kg



（２）原料用途製造確認による製造実績
	　種　　類
	　年　　月
	　年　　　月
	　年　　　月
	　年　　　月

	
	kg
	kg
	kg
	kg



	　年　　月
	　年　　月
	　年　　　月
	　年　　　月
	　年　　　月

	kg
	kg
	kg
	kg
	kg



	　年　　月
	　年　　月
	　年　　　月
	　合　　　計
	ＯＤＰ又はＧＷＰ換算合計

	kg
	kg
	kg
	kg
	kg


（３）特定用途製造確認による製造実績（例：試験研究分析用途）
	　種　　類
	　年　　月
	　年　　　月
	　年　　　月
	　年　　　月

	
	kg
	kg
	kg
	kg



	　年　　月
	　年　　月
	　年　　　月
	　年　　　月
	　年　　　月

	kg
	kg
	kg
	kg
	kg



	　年　　月
	　年　　月
	　年　　　月
	　合　　　計
	ＯＤＰ又はＧＷＰ換算合計

	kg
	kg
	kg
	kg
	kg



（４）例外的運用による製造実績（例：半導体製造用途）
	　種　　類
	　年　　月
	　年　　　月
	　年　　　月
	　年　　　月

	
	kg
	kg
	kg
	kg



	　年　　月
	　年　　月
	　年　　　月
	　年　　　月
	　年　　　月

	kg
	kg
	kg
	kg
	kg



	　年　　月
	　年　　月
	　年　　　月
	　合　　　計
	ＯＤＰ又はＧＷＰ換算合計

	kg
	kg
	kg
	kg
	kg



２　輸出量の実績	Comment by Windows ユーザー: ・法第5条に基づき、輸出製造数量の確認申請を行った数量を記載すること。（輸出用製造数量として指定されたが確認を行わなかった数量は除く。）上記を除く輸出数量（製造を伴わないものを含む）は様式第17に記載すること。
・特定物質等が複数種類ある場合は、表を追加し記載すること。
仕向地の地域名又は国名
	HFC-32
	　年　　月
	　年　　　月
	　年　　　月
	　年　　　月

	台湾
	kg
	kg
	kg
	kg

	大韓民国
	kg
	kg
	kg
	kg



	　年　　月
	　年　　月
	　年　　　月
	　年　　　月
	　年　　　月

	kg
	kg
	kg
	kg
	kg

	kg
	kg
	kg
	kg
	kg



	　年　　月
	　年　　月
	　年　　　月
	　合　　　計
	ＯＤＰ又はＧＷＰ換算合計

	kg
	kg
	kg
	kg
	kg

	kg
	kg
	kg
	kg
	kg



	HFC-41
	　年　　月
	　年　　　月
	　年　　　月
	　年　　　月

	台湾
	kg
	kg
	kg
	kg

	大韓民国
	kg
	kg
	kg
	kg



	　年　　月
	　年　　月
	　年　　　月
	　年　　　月
	　年　　　月

	kg
	kg
	kg
	kg
	kg

	kg
	kg
	kg
	kg
	kg



	　年　　月
	　年　　月
	　年　　　月
	　合　　　計
	ＯＤＰ又はＧＷＰ換算合計

	kg
	kg
	kg
	kg
	kg

	kg
	kg
	kg
	kg
	kg



 （参考）※上記の合算値（GWP/㎏）	Comment by Windows ユーザー: ・特定物質等が複数ある場合は、参考として合算値（GWP/kg）を記載すること。
	HFC
	　年　　月
	　年　　　月
	　年　　　月
	　年　　　月

	台湾
	kg
	kg
	kg
	kg

	大韓民国
	kg
	kg
	kg
	kg

	合計
	kg
	kg
	kg
	kg



	　年　　月
	　年　　月
	　年　　　月
	　年　　　月
	　年　　　月

	kg
	kg
	kg
	kg
	kg

	kg
	kg
	kg
	kg
	kg

	kg
	kg
	kg
	kg
	kg



	　年　　月
	　年　　月
	　年　　　月
	ＧＷＰ換算合計
	ライセンス（申請数量）

	kg
	kg
	kg
	kg
	kg

	kg
	kg
	kg
	kg
	kg

	kg
	kg
	kg
	kg
	kg




３　国内出荷量の実績	Comment by Windows ユーザー: ・記載方法は「１ 製造量の実績」と同様。

	　種　　類
	　年　　月
	　年　　　月
	　年　　　月
	　年　　　月

	
	kg
	kg
	kg
	kg



	　年　　月
	　年　　月
	　年　　　月
	　年　　　月
	　年　　　月

	kg
	kg
	kg
	kg
	kg



	　年　　月
	　年　　月
	　年　　　月
	　合　　　計
	ＯＤＰ又はＧＷＰ換算合計

	kg
	kg
	kg
	kg
	kg



４　附属書ＣのグループⅠに属する特定物質又は附属書Ｆに掲げる特定物質代替物質の製造の際に、附属書ＦのグループⅡに属する特定物質代替物質が発生した場合には、当該物質の発生した数量の実績	Comment by Windows ユーザー: ・議定書附属書FのグループⅡに属する特定物質代替物質（HFC-23）を副生物として発生する数量を施設毎に記載すること。目的物として発生（＝製造）する場合は記載不要。（「１ 製造量の実績）で計上すること。）
・詳細については、オゾン層保護等推進室が別途定める様式（破壊実績詳細）に基づき数量を記載すること。

	HFC-23
	　年　　月
	　年　　　月
	　年　　　月
	　年　　　月

	●●製作所
	kg
	kg
	kg
	kg



	　年　　月
	　年　　月
	　年　　　月
	　年　　　月
	　年　　　月

	kg
	kg
	kg
	kg
	kg



	　年　　月
	　年　　月
	　年　　　月
	　合　　　計
	ＧＷＰ換算合計

	kg
	kg
	kg
	kg
	kg




５　４に報告した特定物質代替物質の数量のうち、破壊した数量の実績	Comment by Windows ユーザー: ・記載方法は「４ 発生した数量」と同様。
	HFC-23
	　年　　月
	　年　　　月
	　年　　　月
	　年　　　月

	●●製作所
	kg
	kg
	kg
	kg



	　年　　月
	　年　　月
	　年　　　月
	　年　　　月
	　年　　　月

	kg
	kg
	kg
	kg
	kg



	　年　　月
	　年　　月
	　年　　　月
	　合　　　計
	ＧＷＰ換算合計

	kg
	kg
	kg
	kg
	kg



６　５に報告した特定物質代替物質の破壊を行った設備の機能及び構造	Comment by Windows ユーザー: ・破壊率（％）、構造（方式）、フロン法破壊業許可番号等を記載すること。
・当該設備の概略図を別添資料として添付すること。

７　国内出荷単価の実績	Comment by Windows ユーザー: ・記載方法は「１ 製造量の実績」と同様。
・単位は円/有姿kgとする。
・適宜セルを追加し、特定物質等の用途等を追加すること。
	種　　　類
	年　　　月
	　年　　　月
	　年　　　月
	　年　　　月

	
	円
	円
	円
	円



	　年　　　月
	年　　　月
	　年　　　月
	　年　　　月
	　年　　　月

	円
	円
	円
	円
	円



	　年　　　月
	　年　　　月
	　年　　　月
	　平　　　均

	円
	円
	円
	円


（注）　各月の国内出荷単価の平均を記載すること。

備考
１　特定物質等の種類ごとに作成すること。
２　小数点第一位を四捨五入して記載すること。
３　２については、仕向地の国別又は地域別に記載すること。
４　４については、許可製造業者にあつては附属書ＣのグループⅠに属する特定物質又は附属書Ｆに掲げる特定物質代替物質の製造の際に、附属書ＦのグループⅡに属する特定物質代替物質が発生した数量の実績を記入すること。また、確認製造業者にあつては同様に発生した数量の実績がある場合には、発生した数量の実績を記入すること。なお、記入の際には施設ごとの内訳を記載すること。
５　５については、許可製造業者にあつては４に記載した数量のうち破壊した数量の実績を記入すること。また、確認製造業者にあつては４に記載した数量のうち破壊した数量の実績がある場合には、破壊した数量の実績を記入すること。なお、記入の際には施設ごとの内訳を記載すること。
６　７について、特定物質等を含む混合物である場合は、その混合物ごとに記入すること。
７　用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。
８　法人番号の指定を受けた者は、１３桁の法人番号を記載すること。


